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臨床検査センター

総合システム"HlJAS”

今日の医療は,精度の高い検奄と高

J要の診断か要求され,これを支える臨

床検杏システムグ)重安件はますます大

きくなっている｡すなわち,血液,血

清などの自動分析をはじめとする検査

分析の高度化と,これに鵜づく大量の

データ処理は,臨J末検二在のシステム化

を促し,医学的判断を谷易にする精度

の高し､情報を,いかにして迅速に得る

かが診蝶の_屯要課題である｡

日立製作所は,多くの生化学分析

装置及び臨J末検査システムILHILASl'

(HITACHILaboratory Automation

System)を開発･提供し,多くの医療

関係機関と協力して,臨床検奄の質

的向上に努めてきたか,このたび検在

テ∴【タベースと してソフトウェア体系

FLEST(FLExible software STruc-

ture)による新しいソフトウェア構造の臨

J末検査センター総合システムを開発した｡

臨J末検査センターは,血液検‾在の設備

をもたない医院,ノト病院,診療所など

から血液,尿,その他を収集し,セン

ター,で分析,検鹿報告を各依頼フ亡に返

送する｡

本システムは,鮎たJ末検ノ査業務を精寓､

に分析Lて,機能の分割と処理の有機

的結合を図ったもので,ファイル管理,

入力･操作直紳輔り御及び帳票作成の各

システムから成る｡

(1)ファイル管‡里システム

処理制御テーーブルと処理ルーーーナン群

とを統合するテーブル参照汗ラソフトウ

ェア制御構造をもち,顧客の仕様への

要1望,機能変更,システム拡張に容易

に対処できる｡

(2)入力･操作睡j而制御システム

臨床検査システムでの入力を容易に

するソフトウェアモジュ【ル構造をも

ち,導入環J竜に最適な方式を実現する｡

特に検二査依束頁と検査結果の用手ぎ去人

力には,7パターン♂)入力担i面メニュ

【ときめ細かなプログラム機能によI),

入力時の労ブJと入力ミスの軽減を図っ

ている｡

(3)帳票作成シ～†くテム
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正確な報一告･と会計処理のできるフオ

”マ､ソトメニューをもち,多様な帳票

パ_ターンの出プJを谷易にしている｡

本システムには,新たに開発された

マイクロコンピュータDSC-23Aを採用

し,ソフトウェアは高弟汲言語PCLによ

り構造化されている｡

このシステムの代表的な例として,

日本医∫¥二臨床検杏研究所に納入された

ものを紹介する｡

日本医学臨J末検庵研究所は,京都本

社を中心に,大阪,堺,福井,和歌山,

兵嘩などを網羅して,広域医づ寮サービ

スを行なう大規模臨床検杏センターで

ある｡設置されたシステムは,"HILAS''

と会計システムから成る臨J未検査セン

タ【総ナナシステムで,その規模は,(1)

本社

会計システム
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最大フ7,イル内容,対象病院･診標所

数1力,検査什数300カイ′ト,(2)検査項目

1,000項目,(3)オンライン日動分析計9

子音をもっている｡

"HILAS''は,生化+学,血液,昧一

般,細菌などの検体検奄各部門を網羅

し,京如本社のホストシステムによr)
統轄されており,会計システムとはフ

ロ､ソビディ スクを介してチータの授′受

を行ない,サMビスの迅速化が図られ

ている｡また"HILAS'1各サブシステ

ムは共通グ)ファイル構造,プログラム

構造をもち,互いのバックアリフr‾■機能

をも′ノている｡つ ‾変に今後の方向として,

"HILAS''と会計システムのオンライ

ン接続か急速に進められよう としてい

る｡
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日本医学臨床検査研究所総合システム構成図




